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電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
 

A

１１
月
１２
日
豺
〜
１８
日
豸
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
７
時
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
）
 

D

秘
密
厳
守
で
無
料
で
す
。
※
相
談
員
＝

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
局
職
員
、

埼
玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
委
員
な
ど
）
 

相
談
電
話
　
蕁
０
５
７
０
・
０７０
・
８１０
　
 

I

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
蕁

０４８
・
８６３
・
２
２
１
１
 

  A

１２
月
７
日
貊
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
 

B

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
（
大

宮
駅
西
口
下
車
徒
歩
５
分
）
 

C

平
成
２０
年
３
月
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
を
卒
業
見
込
み
、
ま
た
は
１
〜
２
年
以

内
の
既
卒
の
方
 

D

県
内
企
業
約
８０
社
が
参
加
す
る
入
退
場

自
由
の
面
接
会
 

E
履
歴
書
（
複
数
）
 

G
無
料
 

I

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
０４８
・
６４７
・

４
１
８
５
 

  　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
税
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

①
納
税
表
彰
式
 

A

１１
月
１５
日
貅
　
午
後
３
時
４５
分
〜
 

B
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

②
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
の
表
彰
式
 

A

１１
月
１６
日
貊
　
午
後
３
時
〜
 

B
八
潮
メ
セ
ナ
 

―
①
②
共
通
―
 

I
越
谷
税
務
署
蕁
９６５
・
８
１
１
１
 

  A

１１
月
２３
日
豢
　
午
前
１１
時
〜
午
後
５
時
 

D

労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
無
料
電
話
相

談
会
※
相
談
員
＝
司
法
書
士
 

相
談
電
話
　
蕁
０４８
・
８３８
・
６
２
６
４
 

（
開
催
当
日
の
み
）
 

I

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
・
今
井
蕁

０４９
・
２２８
・
７
２
８
８
 

  入
居
開
始
予
定
　
平
成
２０
年
４
月
１
日
 

B
『
杜
の
家
や
し
お
』
鶴
ヶ
曽
根
５６７
―
１
 

H

福
祉
楽
団
、
高
齢
い
き
が
い
課
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
や
し
お
苑
、
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
八
潮
、
埼
玉
回
生
病
院
、
や
し

お
寿
苑
）
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
福

祉
楽
団
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
 

※
申
込
用
紙
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、

福
祉
楽
団
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

I

　
福
祉
楽
団
〒
３４０
―
０
８
０
２
鶴
ヶ
曽

根
５６７
―
１
、
蕁
９９９
・
７
６
６
７
、
蕭
９９９
・

７
６
６
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://www.gakudan.org 
       

A

１２
月
２
日
豸
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時 

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館 

D

農
産
物
予
約
販
売
、
農
業
団
体
等
に
よ

る
農
産
物
・
漬
物
加
工
品
の
販
売
、
く
ら

し
の
会
農
産
物
加
工
品
販
売
、
健
康
日
本

２１
事
業
試
食
コ
ー
ナ
ー 

★
第
３６
回
八
潮
市
鉢
の
会
盆
栽
展
示
会 

A

１１
月
３０
日
貊
〜
１２
月
２
日
豸
　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
３０
日
は
午
後
２
時
か
ら
） 

B
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室 

I
農
政
課
蕁
A
２
９
９ 

  

A

平
成
２０
年
１
月
１４
日
豢
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
４５
分
（
受
付
＝
午
後
１
時
〜
） 

B
八
潮
メ
セ
ナ 

C

昭
和
６２
年
４
月
２
日
〜
昭
和
６３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方 

D
式
典
・
抽
選
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

※
１２
月
中
旬
ご
ろ
、
市
内
在
住
の
対
象
者

に
案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
、
市

外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

I
社
会
教
育
課
蕁
A
３
５
７ 

  

　
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
が
、
日
ご
ろ

感
じ
た
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表

し
ま
す
。
な
お
、
八
條
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り

ま
す
。 

A

１１
月
１７
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
（
午
後
１
時
開
場
） 

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル 

I
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社

会
福
祉
課
内
蕁
A
３
１
６
） 

  

A

１２
月
２２
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分 

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室 

C

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
か
ら
２０
歳

ま
で
の
方 

D

ア
フ
レ
コ
の
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成
※
講
師
＝
武
藤
裕
治
さ

ん
（
ア
ニ
メ
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
監
督
）

ほ
か
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
声
優 

F

５０
人
（
申
込
順
） 

G
無
料 

H

１１
月
１２
日
か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社

会
福
祉
課
内
蕁
A
３
１
６
・
８
２
２
）
へ
 

  A

１１
月
１７
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル
 

D

講
演
＝
『
第
二
の
人
生
あ
な
た
は
ど
う

描
き
ま
す
か
！
』
※
講
師
＝
神
戸
健
二
さ

ん
（
前
リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
㈱
社
長
）
、
 

歌
声
ラ
イ
ブ
＝
『
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち

が
生
れ
た
時
代
を
訪
ね
て
』
※
歌
唱
指
導

＝
武
田
宏
子
さ
ん
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演

奏
＝
田
中
洋
平
さ
ん
 

F

１５０
人
（
先
着
順
）
 

G
無
料
 

I
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１ 

  

A

１２
月
２２
日
貍
〜
２４
日
豕
　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場
前
集
合
・
午
前

６
時
出
発
（
時
間
厳
守
） 

B

長
野
県
戸
隠
ス
キ
ー
場
（
宿
泊
＝
高
妻

ロ
ッ
ジ
蕁
０２６
・
２５４
・
２
２
３
０
） 

C
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
（
小
学
３･

４
年
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
、
そ
の
他

の
保
護
者
も
参
加
可
） 

D

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員
に
よ

る
指
導
 

F

４０
人
（
申
込
順
）
 

G

小
学
生
以
下
＝
２
万
７
０
０
０
円
、
中

学
生
以
上
＝
３
万
円
（
２
泊
・
７
食
、
講

習
費
、
交
通
費
）
※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
・

ウ
ェ
ア
、
リ
フ
ト
券
、
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
代

は
別
途
 

H

１１
月
３０
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９６
・
５
１

２
６
）
、
飯
田
（
蕁
９９６
・
７
２
５
５
）
へ
 

  A

１１
月
１８
日
豸
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

B
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
 

C
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
 

D

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ロ
ー

ン
ボ
ウ
ル
ズ
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
 

E
体
操
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き
 

G
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）
 

I

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５
１

２
６
 

  A

１２
月
１２
日
〜
平
成
２０
年
１
月
２３
日
（
１

月
２
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
６
回
）

午
後
７
時
〜
８
時
 

B
市
民
温
水
プ
ー
ル
 

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

D

浮
力
・
抵
抗
・
水
圧
・
水
温
と
い
う
水

中
運
動
の
特
性
を
利
用
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。
泳
げ
な
い

方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

F

４５
人
（
申
込
順
）
 

G
１
２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
 

H

１１
月
１３
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
 

  

A

１２
月
１
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

B
資
料
館
学
習
室
 

C
中
学
生
以
上
 

D
お
年
玉
袋
の
飾
り
を
作
り
ま
す
。
 

E
は
さ
み
、
も
の
さ
し
 

F

１０
人
（
申
込
順
）
 

G

５００
円
 

H

１１
月
２５
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ
 

  ①
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
八
潮
市
発
、
川
の
再
生

が
地
球
を
救
う
」
 

A

１２
月
９
日
豸
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分
 

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

D
基
調
講
演
「
水
環
境
と
地
球
環
境
問
題
」

※
講
師
＝
須
藤
隆
一
さ
ん
（
埼
玉
県
環
境

科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
総
長
・
理
学
博
士
）
、

分
科
会
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
 

F

１００
人
（
申
込
順
）
 

②
環
境
学
習
講
座
「
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
・

要
ら
な
い
物
で
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
」
 

A

１２
月
９
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

B
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
 

C

小
学
生
 

F

４０
人
（
申
込
順
）
 

G
無
料
 

―
①
②
共
通
―
 

H

電
話
で
埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ

ー
（
蕁
０
４
８
０
・
７３
・
８
３
６
３
）
へ 

（福） 

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
 

強
化
週
間（
１１
月
１２
日
〜
１８
日
） 

税
を
考
え
る
週
間（
１１
月
１１
日
〜
１７
日
） 

求
人
企
業
合
同
面
接
会
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
居
申
込
開
始
 

第
３３
回
八
潮
市
農
業
祭
 

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
 

ダイオキシンを減らしましょう 

焼却炉 

　消防職員の年末年始における休日勤務手当の支給について、過払いがあり
ましたので、お知らせするとともに、市民の皆様に心からおわびいたします。  
　平成１４年度以降の過払いの対象人員は、７９人で、総額は１,０２２万円余り
です。  
　過払いとなった手当につきましては、地方自治法の定めるところにより５年前ま
でさかのぼって返還を求めていきます。  
　消防職員は、災害などに対応するため、２４時間、常時一定数の職員を確
保する必要から交代制勤務で、４週間に８日の週休日が割り振られています。そ
の週休日が祝日法に定める休日と重なる場合には、直後の勤務日に休日勤務手
当が支給されることになっています。 
　ところが、本市では、１月１日（祝日法による休日）を除く年末年始（１２月２９
日～１月３日）が週休日にあたっていた職員に対する支給の取り扱いに解釈誤り
があり、その日を祝日法による休日と同様に扱い、その直後の勤務日に休日勤務
手当を支給していました。  
　今後は、正しい支給方法を徹底していきます。 

平成１９年１０月３１日　　 
八潮市長　多田　重美 

I総務人事課蕁A３８３ 

消防職員の年末年始の休日勤務手当の過払いについてのおわび 

　県内で発生するダイオキ
シンのうちの多くは、私た
ちの家庭から出たごみや産
業廃棄物の焼却によるもの
です。 

平
成
２０
年
成
人
式
 

青
少
年
ア
ニ
メ
ア
フ
レ
コ
体
験
講
座
 

平
成
１９
年
度
「
青
少
年
の
主
張
大
会
」
 

第
７
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

第
６
回
市
民
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
 

男
女
共
同
参
画
市
民
企
画
講
座
 

体
験
講
座『
水
引
講
座
』 

地
域
環
境
セ
ミ
ナ
ー
 

 

 
・ 家庭での焼却も規制対象 
・ 基準に合った焼却炉以外 
　は使用不可 
・ ドラム缶などを使っての焼 
　却は不可 
 
 
・ 必要なものを必要なだけ買う 
・ 使い捨て商品は買わない 
・ 長く大切にものを使う 
・ 過剰な包装は控える 
・ レジ袋はもらわない 
・ ごみを分別しリサイクルを徹底する 
ダイオキシンを減らすために、皆さんのご協力をお願いし
ます。 
I環境課蕁A３３８ 

家庭でごみを燃やさな 
いで！ 

ダイオキシンを減らすためにごみを減らす 
工夫を心がけて！ 


